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牛
か
ら
搾
っ
た
ま
ま
の
乳
を
生
乳
と

い
い
ま
す
が
、
生
乳
を
殺
菌
処
理
し
た

牛
乳
は
賞
味
期
限
が
短
い
一
方
で
、
生

乳
を
加
工
し
て
作
ら
れ
る
バ
タ
ー
や
脱

脂
粉
乳
は
保
存
が
利
く
た
め
、
日
本
国

内
で
は
牛
乳
の
消
費
が
減
る
と
こ
れ
ら

の
乳
製
品
の
生
産
を
増
や
す
こ
と
に
よ

り
、生
乳
の
需
給
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
生
乳
生
産
量
は
、
担
い
手
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
を
背
景
と

し
た
酪
農
家
戸
数
の
減
少
に
伴
い
、
減

少
傾
向
で
推
移
し
て
い
た
た
め
、
バ

タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
な
ど
に
仕
向
け
ら
れ

る
生
乳
（
加
工
原
料
乳
）
も
不
足
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
７

年
度
以
降
は
北
海
道
を
中
心
に
生
乳
生

産
量
が
増
加
に
転
じ
、
２
０
２
０
年
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
外
食
や
菓
子
向
け
な

ど
業
務
用
乳
製
品
に
対
す
る
需
要
が
大

幅
に
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
バ

タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
量
が
増
加
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
乳
の
需
給
は
変
動

し
や
す
く
、
ま
た
、
冷
夏
や
猛
暑
な
ど

の
天
候
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
ま
す
。

a
ｌ
ｉ
ｃ
は
、
こ
う
し
た
需
給
の
動
向

に
応
じ
た
乳
製
品
の
輸
入
・
売
渡
業
務

を
通
じ
て
、
皆
様
の
食
生
活
を
支
え
る

重
要
な
品
目
で
あ
る
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉

乳
な
ど
の
需
給
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

乳製品輸入・売渡業務の
ご紹介

資料：農林水産省
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〇
乳
製
品
の
輸
入
・
売
渡
業
務
と
は
？

　

a
ｌ
ｉ
ｃ
は
、
安
価
な
乳
製
品
の
無

秩
序
な
輸
入
に
よ
っ
て
国
産
乳
製
品
の

生
産
や
需
給
に
悪
影
響
が
及
ば
な
い
よ

う
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
協
定

に
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
の
も

と
、
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
な
ど

の
乳
製
品
の
輸
入
お
よ
び
売
渡

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
品

目
、
数
量
や
時
期
な
ど
に
つ
い

て
は
、
毎
年
１
月
に
農
林
水
産

省
が
公
表
す
る
年
間
の
輸
入
枠

数
量
に
基
づ
き
、
国
内
の
需
給

動
向
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
輸
入
者
（
乳
製

品
取
扱
商
社
）
と
売
渡
先
（
乳

業
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
需
要
者
）

は
、
入
札
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

ま
す
。
輸
入
方
式
に
は
、「
一

般
方
式
」
と
「
Ｓ
Ｂ
Ｓ
方
式
」

の
二
つ
が
あ
り
、
現
在
は
、
需

要
者
が
求
め
る
品
質
・
規
格
の

も
の
を
輸
入
で
き
る
「
Ｓ
Ｂ
Ｓ

方
式
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
輸
入
・
売
渡
し
の
際
に

　

輸
入
し
た
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
な
ど

は
業
務
用
が
中
心
で
あ
り
、
乳
業
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
売
り
渡
し
た
後
は
、パ
ン
、

ケ
ー
キ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
お
よ
び

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
原
料
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

は
、
カ
レ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
に
加
え
て

追
加
輸
入
を
行
い
、
乳
製
品
の
安
定
供

給
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
度
は
、バ
タ
ー
・
脱
脂
粉
乳
と
も
に
国

内
の
在
庫
が
十
分
に
あ
る
た
め
、
カ
レ

ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
相
当
量
の
み
を
輸
入

す
る
予
定
で
す
。

（
酪
農
乳
業
部
乳
製
品
課
）

　

こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
「
a
ｌ
ｉ
ｃ
の
業
務
は
す
べ
て
の
人

の
た
め
に
」

乳
製
品
の
輸
入
・
売
渡
し

｜

農
畜
産
業

振
興
機
構

〇
輸
入
乳
製
品
の
安
全
性

　

a
ｌ
ｉ
ｃ
は
、
輸
入
時
に
、
食
品
衛

生
法
に
基
づ
く
検
査
だ
け
で
な
く
、
独

自
の
基
準
に
よ
る
検
査
も
行
っ
て
お

り
、
そ
の
検
査
項
目
は
残
留
農
薬
、
細

菌
数
、
乳
脂
肪
分
、
水
分
量
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
輸
入
後
売
り
渡
す
ま
で
の
保

管
に
つ
い
て
も
、
独
自
の
基
準
を
設
定

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
安
全
基
準
を
満

た
し
た
乳
製
品
が
国
内
に
流
通
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

〇
令
和
３
年
度
の
輸
入
数
量

　

a
ｌ
ｉ
ｃ
は
、
国
際
約
束
（
カ
レ
ン

ト
・
ア
ク
セ
ス
）に
基
づ
き
、
毎
年
度
、

生
乳
換
算
で
約
13
万
７
千
ト
ン
に
相
当

す
る
乳
製
品
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
内
で
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
の
供

給
が
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に

生
じ
る
売
買
差
額
（
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
）

に
つ
い
て
は
、
加
工
原
料
乳
を
生
産
す

る
酪
農
家
に
生
産
者
補
給
金
と
し
て
交

付
す
る
な
ど
、
日
本
の
酪
農
経
営
の
支

援
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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令
和
２
年
度 

食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

　
　
　
　
〜 

特
集
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
と
対
応
」 

〜

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
広
報
評
価
課
情
報
分
析
室

●
は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

令
和
２
年
に
世
界
的
な
大
流
行
に
発
展

し
、
農
林
水
産
業
・
食
品
産
業
を
含
む

我
が
国
の
経
済
・
社
会
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
令

和
２
年
度　

食
料
・
農
業
・
農
村
白

書
」（
令
和
３
年
５
月
25
日
公
表
）で
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
と
対
応
」
を
特
集
と
し
て
取
り

上
げ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
る
食
料
消
費
面
や
農
業
生

産
・
販
売
面
で
の
影
響
と
新
た
な
動

き
、
地
方
へ
の
関
心
や
働
き
方
、
交
流

に
関
す
る
新
た
な
動
き
な
ど
に
つ
い
て

記
述
し
て
い
ま
す
。
本
寄
稿
で
は
、
白

書
の
特
集
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

●
食
料
消
費
面
で
の
影
響
と
新
た
な
動
き

　

令
和
２
年
２
月
以
降
、
学
校
の
休
校

や
外
出
自
粛
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

減
少
等
に
よ
り
、外
食
事
業
者
を
始
め
、

関
連
産
業
に
大
き
な
影
響
が
発
生
し
て

い
ま
す
。感
染
症
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、

外
出
自
粛
に
伴
う
家
庭
内
消
費
が
増
加

し
、
令
和
２
年
３
月
以
降
、
外
食
へ
の

外
食
用
に
販
売
予
定
で
あ
っ
た
未
利
用

食
品
を
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
通
じ
て「
こ

ど
も
食
堂
」
な
ど
に
提
供
す
る
動
き
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

●
農
業
生
産
・
販
売
面
で
の
影
響
と
新

た
な
動
き

　

外
食
需
要
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

減
退
に
よ
り
、
和
牛
肉
、
わ
さ
び
、
マ

ダ
イ
な
ど
の
卸
売
価
格
が
低
下
す
る
と

と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
冠
婚
葬
祭
が
中

止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
切
り
花

の
卸
売
価
格
が
低
下
し
ま
し
た
。
令
和

２
年
７
月
に
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融

公
庫
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、
農
業
者

の
半
数
が
売
上
高
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

が
あ
る
と
回
答
し
、
令
和
３
年
１
月
の

同
様
の
調
査
で
は
、
そ
の
割
合
は
６
割

強
に
上
昇
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
生
産
者
や
観
光
農

園
が
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
消
費
者

へ
の
直
接
販
売
や
、
外
食
用
か
ら
小
売

や
加
工
用
へ
販
路
を
変
更
す
る
動
き
が

図1　1人1か月当たりの食料消費支出額の推移

資料：総務省「家計調査」（全国・用途分類・二人以上の世帯）を基に農林水産省作成
注　：1） 消費者物価指数（食料：平成 27 年基準）を用いて物価の上昇・下落の影響を取り除いた数値
　　　2）世帯員数で除した 1人当たりの数値
　　　3）生鮮食品は、米、生鮮魚介、生鮮肉、牛乳、卵、生鮮野菜、生鮮果物の合計
　　　4）調理食品は、主食的調理食品と他の調理食品の合計で、他の調理食品には冷凍調理食品も含む。
　　　5）令和 3年 1月の緊急事態宣言は 7日に発出し、8日から発効

支
出
額
が
大
き
く
減

少
す
る
一
方
、
生
鮮

食
品
へ
の
支
出
額
が

増
加
し
ま
し
た
（
図

１
）。

　

こ
の
よ
う
な
中
、

外
食
事
業
者
の
中
に

は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

や
、
フ
ー
ド
デ
リ
バ

リ
ー
へ
の
取
り
組
み

を
拡
大
す
る
動
き
が

見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

消
費
者
に
お
い
て

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
販
路
を

失
っ
た
国
内
生
産
者

か
ら
農
水
産
物
を
購

入
す
る「
応
援
消
費
」

の
動
き
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
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見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
の
入

国
制
限
措
置
に
よ
り
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
来
日
を
予
定
し
て
い
た
外
国
人
材

の
入
国
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
が
、
宿

泊
業
・
飲
食
業
な
ど
の
他
産
業
か
ら
農

業
経
営
体
が
労
働
者
を
雇
用
す
る
動
き

が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
農
福
連
携
や
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
労
働

力
不
足
へ
の
対
応
な
ど
の
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

●
地
方
へ
の
関
心
や
働
き
方
、
交
流
に

関
す
る
新
た
な
動
き

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
場

所
を
問
わ
な
い
働
き
方
が
進
行
す
る
に

つ
れ
、
地
方
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
５
〜
６
月
に
内
閣
府

が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

都
市
住
民
の
15
・
０
％
が
地
方
へ
の
移

住
へ
の
「
関
心
が
高
く
な
っ
た
」
な
ど

と
回
答
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
就
農
希
望
者

向
け
相
談
会
へ
の
来
場
者
数
は
９
月
以

降
増
加
し
て
お
り
、
農
業
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

に
よ
り
食
料
・
農
業
・
農
村
に
影
響
が

生
じ
た
こ
と
は
、
食
料
供
給
に
影
響
を

及
ぼ
す
リ
ス
ク
が
多
様
化
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
食
料
の
安
定
供

給
は
、
国
の
最
も
基
本
的
な
責
務
の
一

つ
で
あ
り
、
国
内
の
農
業
生
産
の
増
大

に
向
け
、
食
料
自
給
率
の
向
上
や
食
料

安
全
保
障
の
強
化
へ
の
期
待
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国

は
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
の
緩
和
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
感
染
の
発
生
状
況
な
ど
を

注
視
し
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
お
わ
り
に

　

令
和
２
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白

書
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
と
対
応
の
ほ
か
、
令
和
２

年
度
に
お
け
る
特
徴
的
な
動
き
と
し

て
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
の
新

た
な
戦
略
や
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
、
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
農
業
Ｄ
Ｘ
構
想
な
ど
を
取

り
上
げ
、
記
述
し
て
い
ま
す
。

図2　新型コロナウイルス感染症の影響下における地方移住への関心の変化

資料： 内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」（令和 2年 6月公表）
注：1） 令和 2年 5～ 6月に、三大都市圏の住民を対象として実施したインターネットによるアンケート調査（有効回答数は 1万 128 人）
　　2） 新型コロナウイルス感染症の流行による地方移住への関心の変化についての質問への回答結果
　　3） 三大都市圏は東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）、名古屋圏（岐阜県、愛知県、三重県）、大阪圏（京都府、大阪府、兵庫県、奈良県）

す
。生
産
現
場
で
は
、

農
業
と
宿
泊
業
や
、

農
業
と
酒
造
り
な

ど
、
農
業
を
営
み
な

が
ら
他
の
仕
事
に
も

携
わ
る
働
き
方
で
あ

る
「
半
農
半
Ｘ
」
の

拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
が
一
部
自
治
体

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
業
・
食

品
産
業
関
係
に
お

け
る
対
応

　

農
林
水
産
省
は
、

感
染
症
の
拡
大
の
影

響
を
受
け
、
国
民
へ

の
食
料
の
安
定
供
給

を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
緊
急
経
済
対
策

な
ど
に
お
い
て
、
農

林
漁
業
者
な
ど
の
経

営
継
続
支
援
な
ど
の

措
置
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大

詳しくは以下のページからご覧いただけます。
https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/r2/index.html
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ブ
ラ
ジ
ル
の
農
業
と
い
う
と
伝
統
的

な
農
産
物
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
や
砂
糖
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
近
年
で
は
大
豆
や

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
物
や
牛
肉
、

鶏
肉
な
ど
の
食
肉
の
生
産
が
増
え
、
多

様
な
農
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
農
業

大
国
と
し
て
世
界
の
農
畜
産
物
需
給
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
農
業
の
拡
大
、
多
様
化
が
図

ら
れ
た
の
は
、
１
９
７
０
年
代
半
ば
以

降
、
内
陸
中
西
部
に
広
が
る
広
大
な
熱

帯
サ
バ
ン
ナ
地
帯
（
セ
ラ
ー
ド
）
の
開

発
が
進
み
、
農
地
と
し
て
利
用
で
き
る

地
域
が
拡
大
し
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
世
界
最
大
の
輸
出
国
と

な
っ
た
鶏
肉
事
情
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
鶏
肉
産
業
の
概
要

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
鶏
肉
産
業
は
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
大
豆
か
す
と
い
っ
た
豊
富
な

飼
料
穀
物
を
背
景
と
し
て
、
生
産
か
ら

加
工
、
流
通
に
至
る
ま
で
垂
直
統
合
さ

れ
た
生
産
体
系
を
中
心
に
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
９
年
の
鶏
飼
養
羽
数

は
14
億
７
０
０
０
万
羽
、
鶏
肉
年
間
処

理
羽
数
は
58
億
５
０
０
万
羽
、
生
産
量

は
１
３
５
１
万
７
千
ト
ン
と
世
界
有
数

の
規
模
を
有
し
て
い
ま
す
。
主
要
な
生

産
地
は
伝
統
的
に
穀
物
生
産
が
盛
ん
な

南
部
地
域
の
３
州
で
ブ
ラ
ジ
ル
全
体
の

６
割
近
く
の
生
産
量
を
占
め
ま
す（
図
）。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
２
億
人
を
超
え
る
大

き
な
国
内
市
場
が
あ
り
、
生
産
さ
れ
た

鶏
肉
の
７
割
程
度
は
国
内
消
費
さ
れ
、

残
り
の
３
割
程
度
が
輸
出
に
仕
向
け
ら

れ
ま
す
。
２
０
１
９
年
の
鶏
肉
輸
出
量

は
４
１
７
万
５
千
ト
ン
（
製
品
重
量

ベ
ー
ス
）
と
世
界
第
１
位
で
、
主
な
輸

出
先
は
、
近
年
増
加
し
て
い
る
中
国
の

調査情報部　国際調査グループ

世界最大の鶏肉輸出国
ブラジルの鶏肉事情

図　ブラジルの行政区分と地域別鶏肉　生産シェア（2019 年）

資料：ブラジル地理統計院（IBGE）のデータを基に機構作成
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ほ
か
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
日
本
、
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
な
ど
で
あ
り
、
約
１
４

０
カ
国
に
及
ぶ
広
範
な
地
域
に
輸
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
向
け
は
全
体
の
10
％
程
度
を
占

め
、
同
国
に
と
っ
て
安
定
的
な
主
要
輸

出
先
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
日
本
に
と
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
産
は
、

鶏
肉
輸
入
量
（
調
製
品
を
含
ま
な
い
）

の
７
割
強
と
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占

め
、
馴
染
み
の
深
い
輸
入
食
品
の
一
つ

と
し
て
、
外
食
な
ど
の
業
務
用
や
小
売

店
で
の
販
売
を
通
し
て
日
本
の
食
卓
に

普
及
し
て
い
ま
す
。

●
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
の
鶏
肉
生
産
・
消

費
へ
の
影
響

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
）
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
鶏

肉
産
業
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
２
０
２
０

年
２
月
に
初
め
て
感
染
が
確
認
さ
れ
、

４
月
以
降
急
速
に
感
染
が
拡
大
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
の
波
を
繰
り
返

し
、
約
１
８
０
０
万
人
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
収
束
の
兆
し
は

ト
増
を
伴
う
も
の
で
す
が
、
感
染
が
拡

大
す
る
中
、
生
活
に
必
須
な
業
務
と
し

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
た
操
業
が
継

続
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
大
規
模
な

操
業
停
止
に
よ
る
生
産
減
と
い
っ
た
事

態
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、国
内
の
消
費
動
向
を
み
る
と
、

都
市
封
鎖
の
影
響
に
よ
り
大
都
市
を
中

心
に
外
食
需
要
が
落
ち
込
む
一
方
、
家

庭
で
の
消
費
が
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
経
済
状
況
の
悪
化
に

よ
り
安
価
な
タ
ン
パ
ク
質
と
し
て
鶏
肉

や
鶏
卵
な
ど
が
選
ば
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
消
費
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
近
年
の
鶏
肉
消
費
ス
タ
イ
ル

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
か
つ
て
テ
ー
ブ
ル

ミ
ー
ト
と
し
て
丸
鶏
グ
リ
ラ
ー
（
鶏
の

丸
焼
き
）
を
買
っ
て
一
家
で
食
べ
る
と

い
う
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

都
市
部
を
中
心
に
核
家
族
化
が
進
み
、

丸
鶏
グ
リ
ラ
ー
は
家
族
全
員
が
集
う
時

の
ご
馳
走
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
程
度
と

な
り
、
最
近
で
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
の
食
肉
売
り
場
で
も
、
ほ
と
ん

ど
が
パ
ー
ツ
販
売
と
な
っ
て
お
り
、

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
丸
鶏
を
カ
ッ
ト
し
、

見
え
て
い
ま
せ
ん
（
２
０
２
１
年
６
月

末
現
在
）。

　

ブ
ラ
ジ
ル
農
牧
食
糧
供
給
省
、
経
済

省
な
ら
び
に
保
健
省
は
２
０
２
０
年
６

月
19
日
、
共
同
で
食
鳥
処
理
場
に
対
し

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
の
防
止
・
管
理
・
抑

制
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
た
省

令
を
発
令
し
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
作
業
者
間
の
距
離
の
確
保

（
１
メ
ー
ト
ル
以
上
）
な
ど
の
70
項
目

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

食
鳥
処
理
場
に
と
っ
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―

19
対
策
は
施
設
整
備
な
ど
の
コ
ス

写真 1　 食鳥処理場でのCOVID‒19 対策（ブラジル動物性タ
ンパク質協会提供）
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ト
レ
イ
パ
ッ
ク
を
す
る
店
舗
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
鶏
肉
料
理
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
北
部

に
あ
る
内
陸
の
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

で
は
、
オ
ク
ラ
と
と
も
に
ト
マ
ト
の
味

付
け
で
煮
込
む
料
理
や
、
鶏
の
血
を
混

ぜ
て
煮
込
む
料
理
が
あ
り
ま
す
。
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
は
、
小
ぶ
り
の
丸
鶏

を
炭
火
で
焼
く
ガ
レ
ッ
ト
（Galeto
）

が
有
名
で
、
塩
だ
け
の
味
付
け
の
あ
っ

さ
り
し
た
料
理
で
す
。（
写
真
３
）。
ま

た
、
全
国
の
バ
ー
ル
（
居
酒
屋
）
で
は
、

唐
揚
げ
（Frango Passarinho

）
が

お
つ
ま
み
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

ど
の
肉
片
に
も
必
ず
骨
が
残
る
よ
う
に

カ
ッ
ト
さ
れ
、
ニ
ン
ニ
ク
を
利
か
せ
て

揚
げ
た
も
の
で
、
日
本
の
唐
揚
げ
の
よ

う
に
衣
は
厚
く
あ
り
ま
せ
ん（
写
真
４
）。

　

心
臓
（
ハ
ツ
）
は
、
シ
ュ
ラ
ス
コ
を

食
べ
る
と
き
の
前
菜
と
し
て
人
気
が
あ

り
、串
に
刺
し
て
味
付
け
は
塩
だ
け
で
、

炭
火
焼
き
で
提
供
さ
れ
ま
す
。
パ
ダ
リ

ア
（
パ
ン
屋
）
の
多
く
は
週
末
、
店
頭

に
大
型
グ
リ
ル
を
出
し
て
、
鶏
の
丸
焼

き
（Frango A

ssado

）
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
牛
肉
の
代
わ
り
に
鶏

ム
ネ
肉
を
使
っ
た
チ
キ
ン
ス
ト
ロ
ガ
ノ

フ（Strogonoff de frango

）が
あ
り
、

子
ど
も
や
女
性
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
品
と
し
て
は
、
安
価
な

チ
キ
ン
ソ
ー
セ
ー
ジ（
写
真
５
）が
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
や
手
ご
ろ
な
家
庭
料
理
の
食

材
と
し
て
広
く
普
及
し
て
お
り
、
薄
切

り
に
し
て
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
だ

も
の
は
、
ホ
テ
ル
の
朝
食
の
定
番
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

最
近
で
は
、
ナ
ゲ
ッ
ト
や
鶏
肉
ハ
ン

バ
ー
グ
（
写
真
６
）、
味
付
け
加
工
品

な
ど
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

写真 5　チキンソーセージ写真 6　鶏肉ハンバーグ

写真 3　ガレット写真 4　唐揚げ

写真 2　鶏肉販売コーナー

【参考】月報「畜産の情報」2021 年 2月号「近年におけるブラジルの鶏肉
需給動向について～新型コロナウイルス感染症の影響を中心として～」
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ａ
ｌ
ｉ
ｃ
で
は
、
業
務
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
情
報
や
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

様
々
な
情
報
を
広
く
国
民
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
社
会
的
発
信

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
「
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
６
月
10
日
（
木
）
に
「
中

国
の
飼
料
を
め
ぐ
る
情
勢
」
を
調
査
情

報
部
の
寺
西
梨
衣
（
当
時
）
か
ら
報
告

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）。

経
済
発
展
に
伴
う
畜
産
物
需
要
増
で
飼

料
生
産
も
増
加

　

中
国
の
畜
産
物
や
水
産
物
の
生
産
量

は
、
経
済
発
展
に
伴
う
需
要
の
増
加
に

よ
り
、
２
０
０
０
年
か
ら
20
年
間
で
２

「
中
国
の
飼
料
を
め
ぐ
る
情
勢
」

倍
弱
に
増
え
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

こ
れ
に
伴
い
、
家
畜
の
飼
養
頭
羽
数

が
増
加
し
た
こ
と
、
ま
た
、
効
率
よ
く

増
産
す
る
た
め
に
栄
養
価
が
高
い
飼
料

が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
飼
料
の
需

要
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

の
飼
料
生
産
量
は
、
５
か
年
計
画（〝
十

三
五
〞
発
展
計
画
）
で
定
め
ら
れ
た

２
０
２
０
年
目
標
値
の
２
億
２
０
０
０

万
ト
ン
を
超
え
、
２
億
５
２
７
６
万
ト

ン
と
な
り
ま
し
た
（
図
２
）。

飼
料
の
流
通
事
情

　

中
国
の
主
な
飼
料
原
料
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
タ

ン
パ
ク
源
と
し
て
は
大
豆
か
す
で
す
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を

補
充
す
る
た
め
、
ふ
す
ま
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
蒸
留
か
す
で
あ
る
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
、

魚
粉
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
流
通
し
て
い
る
飼
料
は
、
日

収穫前のトウモロコシ（2019 年 9月吉林省で撮影）

資料：中国国家統計局

図１　主な動物性たんぱく源生産量の推移

資料：中国報告網と聞き取りを基に機構作成

図３　中国の飼料の形態

資料：中国飼料工業協会、各種公表資料を基に機構作成

図２　畜種別飼料生産量の推移
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を
運
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
南

東
部
に
は
大
豆
油
工
場
も
多
く
、
大
豆

か
す
を
容
易
に
入
手
で
き
ま
す
。
原
料

調
達
が
容
易
で
消
費
地
に
も
近
い
南
東

部
は
、
飼
料
工
場
の
立
地
に
適
し
て
い

ま
す
。

直
近
の
飼
料
需
給
動
向

　

飼
料
の
主
原
料
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
国
内
価
格
を
見
る
と
、
２
０
１
９

年
上
半
期
は
、
ア
フ
リ
カ
豚
熱
発
生
の

影
響
で
豚
の
頭
数
が
減
少
し
た
も
の

の
、
家
き
ん
肉
や
牛
肉
の
生
産
が
増
産

産
者
や
備
蓄
企
業
が
さ
ら
に
価
格
が
上

昇
す
る
ま
で
売
り
控
え
た
こ
と
に
加

え
、
加
工
企
業
が
価
格
上
昇
前
に
購
入

を
急
い
だ
こ
と
、
先
物
市
場
で
投
機
マ

ネ
ー
が
投
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

実
際
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
以
上
に
価
格
が

高
騰
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
内
価
格
と
輸
入
価
格

の
差
は
拡
大
し
て
お
り
、
飼
料
生
産
企

業
は
品
質
が
良
い
輸
入
品
の
方
を
求
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
輸
入
量
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
中
国
政
府

は
、
①
飼
料
原
料
を
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

大
豆
か
す
か
ら
米
や
小
麦
な
ど
に
代

替
、
②
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
拡
大
と

い
っ
た
穀
物
政
策
の
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。

　

中
国
の
畜
産
物
需
要
は
、
今
後
も
増

加
傾
向
で
推
移
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
総
じ
て
、
２
０
２
１
年
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
の
輸
入
量
は
増
加

し
、
国
際
価
格
も
高
値
で
推
移
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
飼
料

需
給
に
つ
い
て
は
、
政
府
や
企
業
に
よ

る
原
料
の
備
蓄
状
況
、生
産
国
の
天
候
、

輸
送
コ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
投
機
マ
ネ
ー

な
ど
様
々
な
要
因
が
絡
ん
で
く
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
多
方
面
の
情
報
を
収
集

し
、
判
断
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

本
と
同
様
に
そ
の
ま
ま
給
与
で
き
る

「
配
合
飼
料
」
の
ほ
か
、
中
国
で
多
い

豚
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
複
合
農
家

は
「
濃
縮
飼
料
」
を
購
入
し
ま
す
（
図

３
）。

　

飼
料
原
料
の
輸
送
ル
ー
ト
を
見
て
み

る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
黒
竜
江
省

や
吉
林
省
か
ら
遼
寧
省
の
大
連
ま
で
鉄

道
で
運
搬
し
、
そ
こ
か
ら
船
で
南
東
部

の
各
飼
料
工
場
へ
輸
送
さ
れ
ま
す
（
図

４
）。
中
国
は
古
来
よ
り
水
運
が
発
達

し
て
い
る
の
で
、
長
江
や
珠
江
流
域
の

内
陸
の
都
市
ま
で
船
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

資料：国家統計局の発表を基に機構作成

図４　飼料原料の輸送ルート

図５　トウモロコシ価格の推移

資料：農業農村部、輸入CIF 価格は「Global Trade Atlas」
　注：CIF価格とは出国時の価格に保険料と運賃を加えたもの。

トウモロコシ保管倉庫の様子
（2019 年 9月吉林省で撮影）

基
調
で
推
移
し
飼
料

需
要
が
高
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
価
格
は
下

降
し
ま
せ
ん
で
し
た

（
図
５
）。
２
０
２
０

年
は
、
中
国
政
府
が

備
蓄
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
競
売
に
か
け
、

10
〜
11
月
に
新
し
く

収
穫
さ
れ
た
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
が
流
通
し
ま

し
た
が
、
豚
の
生
産

が
急
速
に
回
復
し
た

た
め
飼
料
需
要
が
急

増
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
価
格
は
上
昇
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
生
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６
月
24
日
（
木
）、
台
湾
・
財
団
法

人
中
央
畜
産
会
（
以
下
「
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
」

と
い
う
）
と
の
定
期
情
報
交
換
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
、
平
成
３
年
に
Ｎ
Ａ
Ｉ

Ｆ
の
前
身
で
あ
る
台
湾
区
肉
品
発
展
基

金
会
と
定
期
的
に
畜
産
に
関
す
る
情
報

交
換
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た

の
が
は
じ
ま
り
で
す
。
平
成
９
年
に
台

湾
で
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
た
め
、

開
催
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
平
成
22
年

に
再
開
し
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
て
開
催
を

見
合
わ
せ
た
も
の
の
、
今
回
初
め
て

w
e
b
形
式
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
林
董
事
長

と
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
の
佐
藤
理
事
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
双
方
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
畜
産
物
の
生
産
、

流
通
及
び
消
費
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
今
回
も
貴
重

な
情
報
交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
か
ら
の
主
な
説
明
内
容
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

会
議
の
最
後
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
と

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
と
の
間
で
、
引
き
続
き
交
流

を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
、
改
め
て
友

好
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
次
回
は
来

年
、
台
北
で
開
催
予
定
で
す
。

台
湾
・
中
央
畜
産
会
と
の
定
期
情
報
交
換
会
議
の

開
催
に
つ
い
て

台北と東京をオンラインで結んだweb 会議を開催しました。

台湾・中央畜産会（NAIF：National Animal Industry Foundation）
　平成 11 年に、台湾の畜産の持続的発展を促すことを目的として、alicを参考にして設立。台湾における畜産物の情報収集提供、検疫、有機認証、
食肉の消費拡大、家畜改良、家畜衛生管理など、畜産に関する業務を担っている。

・ 昨年は世界の流行初期に検疫を厳格化し、感染者数の増加が抑えられたが、今年5月初旬から急増。
5月 19 日以降、全土警戒レベルを 4段階中の第 3段階まで引き上げたことにより移動制限や休業
要請、休校などの措置が続き、巣ごもり需要が増加。
・ 従来、食材は雑貨店などの小型店舗での調達が主流であったが、現在はスーパーマーケットなどの
大型店舗での一括購入の動きが目立ってきている。
・ 自給率の高い台湾産豚肉は、従来の小型店舗での購買が盛んとなり、卸売価格が上昇。家きん肉も
購入量が増加。牛乳・乳製品は、ネット販売や宅配が拡大。鶏卵は、学校給食や外食などの需要が
減少したが、まとめ買い推奨により大型店舗での購入量が急増。
・ 政府としては、余剰となった畜産物などについて、フードバンクや給食などでの利用促進、台湾内
外での販売促進、輸出販路の開拓などの取組に対する支援措置を実施。

NAIF からの主な説明内容

alic
から

p01-12_トンボ無し.indd   11 2021/07/20   10:32



alic 

alic（エーリック）8月号（No. 56）
2021年8月4日発行

独立行政法人農畜産業振興機構
（alic：エーリック）
Agriculture & Livestock
　　　　　Industries Corporation
〒106-8635
東京都港区麻布台2-2-1
麻布台ビル
03-3583-8196（広報消費者課）
03-3582-3397
https://www.alic.go.jp/
山口北州印刷（株）

※本誌掲載記事の転載をご希望の場合は上記窓口まで
　ご相談下さい。
※バックナンバーのご案内
　https://www.alic.go.jp/koho/kikaku03_000299.html
※本誌に掲載した論文などで、意見にわたる部分は、
　それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。

発行元

電 話
F A X
U R L
製本／印刷

　今号では、「令和２年度 食料・農業・農村白書」につ
いて、農林水産省大臣官房広報評価課情報分析室にご寄
稿いただきました。日本国内では、新型コロナウイルス
感染症の拡大に伴う外出自粛のため、家庭内消費が増加
したり、外食用に販売予定だった食品をフードバンクで
利用したりするなどの動きが見られます。「海外情報」で
取り上げたブラジルや「alic から」でご紹介した台湾に
おいても、農業や食料消費への影響が見受けられます。
alic は、引き続き国内外の情勢について、情報収集・発
信に努めてまいります。
　「業務関連情報」では、乳製品輸入・売渡業務をご紹介
しました。おうち時間にお菓子づくりを始められた方も
いらっしゃるかと思います。alic は、皆様の元に農畜産
物が安定的に届くよう、引き続き業務を行ってまいります。

ご感想ご意見をお待ちしています！
　今月の広報誌「alic」のご感想や今後取り上げたらよい
と思われるテーマなどに関するご意見について、ぜひお
聞かせください。下記リンクよりご回答いただけます。
　広報誌「alic」アンケートフォーム｜農畜産業振興機構

編集部から

次号は2021年9月1日発行です。
掲載予定
〇トップインタビュー「日本のレシピで世界に挑戦」
〇  alic から「パネルの貸出しについて～砂糖・で
ん粉編～」

〇 まめ知識「琥珀糖を作ろう～宝石のような砂糖
菓子～」

※タイトルなどを変更する可能性がありますので、ご了承ください。

原則毎月10日（砂糖類・でん粉）
と25日（畜産、野菜）の配信です。
詳細はこちらをご覧ください。

情報誌のメールマガジンに広告を掲載してみませんか？
セミナーのご案内など貴社のPRに是非ご活用ください！さい！
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